
平成２７年１月２７日
修正

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H26.12.31現在）

平成26年度（今年度）

平成25年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「12月発生件数」は、12/1～12/31の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成26年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。
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●平成２６年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）

平成22年度 累計
(月毎)

平成23年度 累計
(月毎)

平成24年度 累計
(月毎)

平成25年度 累計
(月毎)

平成26年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  遠藤・桑田　　（TEL　０４８－６００－１３３２）

85 77 43 205
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架空線・標識等損傷

地下埋設物件損傷
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発生形態

建設機械の稼働に
関連した人身事故

部材の加工作業等
により自らを負傷

資機材等の落下や下敷
きで負傷

墜落

準備作業、測量調査業
務等における人身事故

6件 14件 25件 27件 35件 40件 45件 

2件 6件 8件 18件 

建設機械の稼働

に関連した人身

事故

5%

部材の加工作業

等により自らを負

傷

3%

資機材等の落下

や下敷きで負傷

5%

墜落

7%

準備作業、測量

調査業務等にお

ける人身事故

2%

その他労働災害

23%

架空線・標識等

損傷

16%

地下埋設物件損

傷

5%

第三者の負傷・

第三者車両に対

する損害

23%

その他公衆損害

9%

その他事故

2%

労働

災害
44%公衆

損害
54%

3件
8件 13件 16件

20件 27件
31件

40件
43件

0

20

40

60

80

100

120

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

件数

‥Ｈ２６年度重点的安全対策項目



別紙－１
発生日時 平成 26 年 12 月 5 日 （ 金 ） 14 時 40 分
工事情報
被災の状況

事故概要 歩道橋基礎の既製杭打設作業において、現場内を杭打機が自走していたところ、照明用引込
線にリーダーを接触させ、切断したもの。

道路系事務所　　維持修繕工事
性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 照明用引込線（架空線）切断

公衆損害－架空線・標識等損傷

事故発生状況事故発生状況

・仮囲いフェンス（高さ1.8
ｍ）で仕切られた作業ヤー
ド内において、歩道橋基礎
の既製杭打設を行っていた。

・杭打ち作業が完了し、杭
打機からヤットコを取り外
すために、杭打ち機を自走
で移動させた。

・自走移動時は複数名で監
視を行うこととなっていたた
め、誘導員２名を配置し移
動を始めたが、そのうち１
名が他の作業に移ってし
まった。

・その際、杭打ち機のリー
ダーが歩道橋照明用引込
み線に接触し、切断した。

・架空線に関する注意喚起
は実施していたが、目印表
示等は未実施。

【事故発生原因】
・架空線に対する安全管理不足

など

【事故防止のポイント】
・架空線等上空支障物がある場合は、
目印表示などを行い、安全管理を徹底
する

など



別紙－２
発生日時 平成 26 年 12 月 25 日 （ 木 ） 16 時 0 分
工事情報
被災の状況 職種 被災の程度

－ 架空線損傷（電話不通　３軒）－ －
事故概要 道路土工の掘削作業中、バックホウにより架空線を損傷したもの。

河川系事務所　　一般土木工事
性別 年齢

公衆損害－架空線・標識等損傷

事故発生状況事故発生状況

・道路土工の掘削作業を実施していた。

・バックホウ(0.7m3級)により作業を行っていたところ、架空線（ＮＴＴ通信ケー
ブル）を損傷した。

・架空線の損傷により、３軒の民家の電話が不通となった。

【事故発生原因】
・架空線に対する安全管理不足

など

【事故防止のポイント】
・現地状況をよく確認し、三角旗の設置
などを行い、作業員へ注意喚起を徹底
する

など



別紙－３
発生日時 平成 26 年 12 月 28 日 （ 日 ） 5 時 20 分
工事情報
被災の状況

－ － コンビニエンスストア引き込み線切断－
性別 年齢 職種

道路系事務所　　維持修繕工事
被災の程度

事故概要 路面清掃作業中、コンビニ駐車場において塵埃を清掃車からダンプトラックへ積み替えをした
後、ダンプアップしたホッパを下げた際、架空線を引っかけ、切断したもの。

公衆損害－架空線・標識等損傷

事故発生状況事故発生状況

・路面清掃車のホッパ内の塵埃をダンプトラックへ積み込む作業を行った。

・積み込み後、ホッパを下げるときに電話線が路面清掃車に引っかかったが、路面清掃車オ

ペレーターは引っかかったことに気付かず作業場所に戻ろうと前進した。

・その際、引き込み柱が倒れ、さらに動き続けたために電話線が切れた。

【事故発生原因】
・架空線に対する安全管理不足

など

【事故防止のポイント】
・架空線付近での作業は監視員を配置
して行う

など


